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下狛ふれあいの家

■施設概要

図２．立地周辺（Google マップから引用＊）

僧坊バス　下狛林前にて下車後、徒歩２分

図１．外観

写真１．立派な民家と庭

民家を改修し運営している。庭も立派な物で、親しみ

やす場となっている。

【キーワード】
〔施設種別〕■高齢者施設 □障がい者施設 □子ども施設 □住宅 （）
〔運営主体〕□市区町村 ■法人 □ NPO □個人         〔補助金〕□内閣府 □国土交通省 □厚生労働省 （）
〔建物形式〕■１棟単体型 □複数棟集合型 □団地型  〔建物状況〕□新築 □増築 □改修 ■一部改修 □既存
〔対象者〕■高齢者 □障がい者 □子ども □ファミリー □多世代
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図４.平面図

木造２階建ての借家の母屋のみを借り運営される。元々は地域住民が住んでいた民家で、親しみやすい雰囲気となっている。建物

としては、１階の土間や玄関などを改修し使用されている。
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図３．配置図

立派な園庭を持つ。園庭では、あえて段差を残すこと

で自然な雰囲気を演出している。しかし、利用者がつ

まずかないか心配な面もある。
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■地域との関わり

写真２．生活の様子

昔ながらの木造の民家で心落ち着く場所となっている。

掘りごたつのある和室は一番の人気。

写真３．閉塞感のある塀

土塀は閉塞感があり、建物内での活動が近隣住民に見

えない環境と待っており、課題点である。

写真４．室内の様子

民家を改修し、どこか懐かしい雰囲気の空間が広がる。
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写真５．トイレ

旧居間をトイレへと改修


